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広報日記
人口と世帯

10 月 31 日現在
※ (  ) 内は前月比

人　口　15,208 人　 （-10）
　男　　  7,824 人　 （-11）
　女　　  7,384 人    （+ 1）
世帯数　 6,373 世帯  （+ 2）

　
10
月
は
10
周
年
を
迎
え
た
オ
ー
ワ

ン
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ

リ
の
醍
醐
味
は
な
ん
と
い
っ
て
も
食

べ
比
べ
。
私
も
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ず

に
臨
み
ま
し
た
が
、
５
杯
で
ノ
ッ
ク

ア
ウ
ト
。
皆
さ
ん
は
何
種
類
の
料
理

を
楽
し
み
ま
し
た
か
。（
村
口
）

お詫びと訂正
　広報かねがさき 10 月号に誤りがありま
した。お詫びして次のとおり訂正します。
■訂正箇所　21 頁「県民手帳、能率手
帳を販売しています！」の手帳販売価格
正　県民手帳800円、能率手帳900円
誤　県民手帳 700 円、能率手帳 800 円

※税込み価格

祝祝  令和5年令和5年  秋の叙勲秋の叙勲
特別編

旭日双光章旭日双光章（中小企業振興功労）

　
和
賀
町
出
身
の
淸
晴
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
結

婚
を
機
に
金
ケ
崎
へ
。
妻
の
両
親
が
営
む
店
で
働

く
傍
ら
、
仲
間
か
ら
誘
わ
れ
20
代
で
町
商
工
会
青

年
部
に
加
入
。青
年
部
で
の
活
発
な
活
動
を
通
し
、

「
仲
間
に
育
て
て
も
ら
っ
た
。
地
域
で
何
を
し
た

ら
良
い
か
、
自
分
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。」
と
振
り
返
る
。

　
大
切
に
し
て
い
る
考
え
方
は
、
長
年
続
け
た
柔

道
で
学
ん
だ
「
自
他
共
栄
」。
自
分
だ
け
で
な
く
、

地
域
も
共
に
栄
え
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
現
在

の
活
動
の
根
底
に
あ
る
と
い
う
。

　
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
、
町
商
工
会
長
に
就

任
。リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
、

地
域
経
済
に
押
し
寄
せ
る
多
く
の
課
題
を
会
員
事

業
所
ら
と
乗
り
越
え
て
き
た
。
15
年
に
は
県
連
合

会
副
会
長
に
就
任
。
県
内
中
小
企
業
の
発
展
に
も

気
を
配
る
。

　
受
章
の
知
ら
せ
を
受
け
「
共
に
苦
労
を
分
か
ち

合
え
れ
ば
」と
店
を
守
る
妻
三み

枝え

子こ

さ
ん
に
感
謝
。

「
商
工
会
は
小
さ
い
店
の
集
ま
り
。
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
良
く
し
て
い
く
た
め
、
後
継
者
の
育

成
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」と
力
強
く
話
す
。

県商工会連合会副会長。町商工会
会長。妻、子夫婦、孫との 6 人
暮らし。孫の成長が日々の楽しみ。

菊地 淸
きょ

晴
はる

さん（71）＝町下＝

瑞宝単光章瑞宝単光章（調停委員功労）

調停委員。趣味はクラシック音楽
と西洋美術鑑賞。妻と２人暮らし。

木村 惠
けい

也
や

さん（71）＝栄町＝

　
大
学
卒
業
後
、
家
業
の
印
刷
会
社
で
勤
め
て
い

た
惠
也
さ
ん
は
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
、
知
人

の
紹
介
で
盛
岡
地
方
裁
判
所
・
盛
岡
家
庭
裁
判
所

の
調
停
委
員
へ
。私
人
間
で
の
紛
争
解
決
の
た
め
、

当
事
者
の
間
に
入
っ
て
一
緒
に
解
決
策
を
考
え
て

い
く
調
停
委
員
。
借
金
や
離
婚
、
養
育
費
、
遺
産

相
続
、交
通
事
故
な
ど
案
件
が
多
岐
に
わ
た
る
中
、

合
理
的
で
経
済
的
な
解
決
に
導
け
る
よ
う
親
身
に

な
っ
て
当
事
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。

　
盛
岡
地
裁
水
沢
支
部
で
民
事
と
家
事
の
調
停
を

担
当
。
日
々
異
な
る
案
件
に
直
面
す
る
が
、
裁
判

官
を
は
じ
め
、
裁
判
所
の
職
員
か
ら
の
助
言
や
調

停
委
員
会
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
必
要
な
知
識
を

身
に
付
け
て
き
た
。

　
「
家
業
と
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た
が
、
受
け
た

依
頼
は
断
ら
な
い
よ
う
努
め
て
き
た
」
と
振
り
返

る
惠
也
さ
ん
。当
事
者
間
の
問
題
解
決
に
あ
た
り
、

常
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
〝
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
思
い
を
寄
せ
る
〟
こ
と
。

　

受
章
を
受
け
、「
職
場
の
従
業
員
や
家
族
の
支

え
と
理
解
が
あ
っ
て
長
年
勤
め
上
げ
ら
れ
た
」
と

周
囲
の
支
え
に
感
謝
し
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。


